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ゲージメントは低下する． 9〜12 分のビデオでのエンゲージメント時間の中央値は約 50％で，
12〜40 分のビデオでのエンゲージメント時間の中央値は約 20％である．ビデオの長さに関わら











いても，またユーザーのアクセス数においても飛躍的である． 図 1 に示すように，マーケティ
ングチャートによる 2018 年 Facebook および YouTube の動画視聴率の市場調査統計は，ビジネ
ス向けでは Facebook において最大 51.6％，YouTube においては 23.4％増加したことを示してい
る． 教育分野では，Facebook で 10.2％，YouTube で 11.2％の大幅な増加もあり，これは比較
統計レポートにおいては 3 番目に高くなっている（エリクソン D. 2019）． 
  
 


























うべき感覚記憶の情報を選択する必要があり，これは，教材の作成に重要な意味を持つ．   
 
 
Figure 2: Components in memory based on Mayer (2003), and Mayer and Moreno (2007) 
 
しかしながら YouTube で利用できる教育ビデオは常に学習者に適しているわけではない． 










 1.  固有認知負荷−これは，タスクそのものによって課される負荷である． これは事実上一
定であるが，タスクを小さな部分に「チャンク化」することで負荷を削減するよう努めなけれ
ばならない． 






















  1.  長さ 6 分未満のビデオを視聴する学生のエンゲージメント時間の中央値は 100％に近
いという Guo et al．(2014)調査に基づき，ビデオの長さを 6 分を超えないように短縮する． 
  2.  アクセシビリティを高めるためにビデオを分類する． 
  3.  よりよい構造のためにビデオの概要を提供する． 
  4.  コンテンツをより適切に表現するためのキーワードの抽出． 
  5.  キーワード検索およびシーン検索用のコンテンツのインデックス作成． 
  6.  素早く目を通すことができるようなコンテンツの要約を作成． 





























Figure 4: Connective learning system architecture 
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